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雑損控除 計算セット

推定価額で
楽勝だわ～

事務や計算
が苦手！

時間が
ない！

取得価格？
なにそれ？



準備物
◇罹災証明書（まだ申請していない方は、忘れず申請しておきま
しょう）

◇固定資産税の通知書（築年月、構造、床面積が書かれてい
ます）

◇保険金の通知書

※税務署への申告の際に、被害箇所の写真があると

証明力がアップします
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自撮りじゃなくて

被災箇所をとってね



⑴ ㋐の用紙の枠で囲んだ部分について、５ページ以降を参考に、

必要事項を記入します

⑵ ㋑の用紙の枠で囲んだ部分について、記入します

⑶ ㋒の用紙の枠で囲んだ部分について、用紙のコメントを参考に、

㋐で出した金額を書き写しながら、計算します

㋐㋑㋒の用紙が完成したら、その他の申告に必要な資料をもって、
確定申告会場でスタッフさんとともに申告書を仕上げましょう！
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計算用紙の書き方（㋐㋑㋒の用紙）



3

５、６ペー
ジの説明を
見ながら、
記入してみ
ましょう

㋐ ㋑
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㋒ まずは、左の欄のコメントに従って、
㋐のページで計算した金額を書き写します。

そのあと、コメントを参考に、マスに記入
した金額を、比較したり差し引きしたりし
て、計算していけば完成です。

ごちゃごちゃ考えずに、まずはやって
みましょう。簡単ですから。

わからなくなったら、近くにいる事務
が得意な人に聞いてみましょう。

それでもわからなければ、税務署に電
話だー！

清水税務署 ０５４－３５５－２３６０
静岡税務署 ０５４－２５２－８１１１



㋐の用紙の書き方 すべて推定価額で計算

【 住居部分について 】

① １㎡あたりの建築単価を記入する

② ①に住居の床面積を掛けて、住居の推定価額を出す

③ 耐用年数、経過年数を確認し、減価償却額を計算する

（推定価額×０．９×償却率×建てた日（買った日）から被災した日までの年数）

④ 罹災証明書の被害判定に従い、被害割合を決める

（浸水被害の場合には、浸水による被害割合を加算する）

⑤ 保険金額を記入する（ない場合は０）

あとは、用紙のコメントに従って、計算をしていきます
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受験に比べれば、
楽勝よー



【 家財部分について 】

① 世帯主の年齢、家族構成、同居人（扶養親族）の人数から、

推定価額を出す ※家財では、減価償却計算は行いません

② 被害割合は、被害割合表の住居の計算で使った割合の右側にある

家財の被害割合の欄を使用する（浸水による被害割合の加算も同じ）

③ 保険金額を記入する（ない場合は０）

あとは、住居の計算と同様に、

用紙のコメントに従って計算をしていきます
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計算した推定価額が、実態とはかけ離れた金額になるか
もしれないけど、気にしないでね。
そういうものだから。



【参考資料】
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【罹災証明書の判定結果のあてはめ】
〇一部損壊、準半壊 → 「損壊」欄の「一部破損」
〇半壊、中規模・大規模半壊 → 同じく「半壊」
〇全壊 → 同じく「全壊・流出・埋没・倒壊」

※浸水時の被害割合の加算も忘れずに

上下2段に分かれている数字について、「土砂や泥の流入があったとき」は上段の数字、
それ以外のときは下段のカッコ書きの数字を使います



次の点にご注意ください

・この計算セットは、事務処理が苦手な被災者の方でも、雑損控除の制度に結びつけるこ
とで、少しでも被災者の生活再建に貢献することを目的に作成したものです。

・この計算セットで行う推定価額の計算は、住宅・家財の取得価格が不明な場合に採用さ
れる方法です。（契約書等の記録の水没、紛失の場合も、取得価格が不明な場合に含まれ
ます）

・この計算セットでは、内容を簡素化するために、あえて車両の被害と災害関連支出の計
算を行っていません。 よって、車両が被災していたり、多額の災害関連支出が発生する
事例では、雑損控除額が少なく計算される可能性があります。

・この計算セットに書かれた内容は、令和４年１２月時点での法令に基づいています。
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書き方の見本（サンプル事例）
自宅概要・・・令和２年７月に建築、木造 ２階建て

総床面積は１２１㎡

被災状況・・・床上浸水（深さは床上４０センチ、泥の流入あり）
罹災証明書の判定結果は「半壊」

保険金・・・・建物の保険金が３００万
家財の保険金が１００万

家族構成・・・世帯主は４５歳
妻、小学生の子ども２人の４人暮らし
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